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災
害
に
強
い
高
川
を
目
指
し
て 

 

７
月
24
日
（
土
）
、
午
前
10
時
に
高
野
子
（
福
井
義
夫
総
務
区
長
）

で
防
災
訓
練
、
午
後
３
時
か
ら
川
津
南
（
岩
本
定
男
総
務
区
長
・
亀
岡
陽

介
や
っ
ち
み
る
会
長
）
で
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
西
予
市
防
災
訓

練
に
合
わ
せ
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
発
生
を
想
定
し
訓
練
を
実

施
。
高
野
子
防
災
訓
練
は
、
午

前
10
時
に
防
災
無
線
と
サ
イ
レ

ン
が
鳴
り
響
き
、
一
時
避
難
場

所
に
避
難
し
物
資
配
給
訓
練
を

行
い
、
約
300
人
（
参
加
率
44
％
）

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
高
川
公
民
館
に
移
動
し
自

衛
隊
の
方
か
ら
の
お
話
や
災
害

写
真
の
展
示
を
見
て
防
災
知
識

の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。 

 
川
津
南
避
難
訓
練
は
、
午
後
３
時
に

防
災
無
線
と
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
、

一
時
避
難
場
所
を
経
由
し
て
か
ら
、
二

次
避
難
場
所
の
川
津
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

徒
歩
で
避
難
し
ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
200
人
（
参
加

率
53
％
）
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
物
資
配
給
訓
練
を
行
い
、

自
衛
隊
の
方
か
ら
の
お
話
や
災
害
写
真

を
観
覧
し
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
、
繰
り
返
し
の
訓
練
が
大
事
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
訓
練
と

な
り
ま
し
た
。 

 

８
月
１
日(

日)

に
川
津
南
楽
念
仏
（
西
予
市

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
が
西
方
寺
で
、
高
野

子
念
仏
が
、
７
日(

土)

に
東
光
寺
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
高
野
子
区
、
川
津
南
区
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
伝
承
会
・
保
存
会
に
よ
る
合
同
練
習
会

が
連
夜
に
行
わ
れ
、
両
日
、
見
応
え
の
あ
る
念

仏
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
川
津
南
区
で
は
子
ど
も
念
仏
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
練
習
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く

楽
念
仏
に
つ
い
て
勉
強
し
、
当
日
も
一
生
懸
命

「
か
ね
」
を
た
た
い
て
、
練
習
の
成
果
を
披
露

し
て
い
ま
し
た
。
後
継
者
不
足
で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い
こ
う
と
、

両
区
と
も
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

9
月
22
（
水
）
19
時
～
高
川
地
区
市
政
懇
談
会
が
高
川
公
民
館
で
地
域
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
説
明
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
く
さ
だ
さ
い
。 
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練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る 

高
野
子
念
仏 

最
後
を
飾
る
「
打
ち
上
げ
」 

川
津
南
楽
念
仏 


